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このときθ＝（θ1，θ。）が階層的直交であるとは，θ＊＝（α＊，θダ），θ†＝（硯＊，θ。）として




            力（κ；θ）＝exp｛β（θ）’C＋ろ（β（θ））十α（κ）｝
では階層的直交性は








                 結晶群の出現頻度
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                胃がんは感染症か？
                                  佐藤俊哉
















 Parsonnet et a1．はがん発生の平均14年前の血清サンプルを用いているのに対し，本研究で
はがんと診断されたときの血清サンプルであり，過去のヘリコバクター感染を正しく反映して
いない可能性があり，現在さらなる測定，解析を実施している途中である．
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